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一本松・城辺夏まつり
ヒジキ養殖結果報告会
社会を明るくする運動
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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント

　7月は、愛媛マンダリン・

パイレーツ公式戦 (17 日 )、

宇和島圏域医療対策協議

会 (21 日 宇和島市 )、愛媛

県国保連合会臨時総会 (23

日 松山市 )、愛媛県消防操

法大会 (25 日 松山市 )、町

村会第 2回全員連絡会（26

日 松野町）、南宇和地区林

材業振興会議総会 (27 日 )、

ひじき試験養殖結果報告会

(27 日 )、市町知事陳情 (28

日 宇和島市 )、篠山観光開

発協議会総会 (29 日 宇和島

市 )、愛媛県漁港漁場協会

理事会 (30 日 松山市 ) など

に出席しました。

　8月は、四国西南地区少

年剣道大会 (1 日 )、城辺夏

まつり (1 日 )、御荘病院夏

まつり (5 日 )、PFI 基本協

定調印 (6 日 )、スポーツ合

宿摂南大学野球部訪問 (10

日 )、南宇和地区沿岸警備

協議会 (10 日 )、災害対策

本部会議 (11 日 )、愛媛県

戦没者追悼式 (15 日 松山

市 ) などに出席しました。

消防本部では、風水害

等により発生が予想

される水難事故に備え

て、新たに配備された

救命ボートによる救助

訓練を行っています。

(7/20)

猪﨑 満
みちる

さん(60歳 福浦)

が、「平成21年度B&G

ウォーターマラソン」

において、総距離数

55.8km、参加日数279日

の成績で特別賞を受賞

しました。(7/7)

「B&Gスポーツ大会愛

媛県大会 マリンスポーツ部門

大会」が開催され、真夏の暑い

日差しの下、オプティミスト・

ディンギー(OPヨット)を巧みに

操り、御荘湾を涼しげに疾走し

ていました。

7/25

久良地区の野本 宏
ひろし

さん

から不要になった車椅

子を寄贈していただき

ました。城辺保健福祉

センターで活用させて

いただきます。(8/10)

平成21年度にミニ集会

モデル地区の指定を受

けた南宇和地区更生保

護女性会が、1年間のミ

ニ集会の記録をまとめ

た「ミニ集会モデル地

区実施報告書」を刊行

しました。(8/4)

久良地区に伝わる「能
山踊り」は、戦国末期
に土佐の長宗我部氏に
敗れて久良に落ち延び
た御荘領主勧

か じ ゅ じ

修寺基賢
(顕徳院殿能山祐賢大居
士)を慰霊する民俗芸能
です。(8/14)

スポーツ合宿で愛南町

を訪れている大阪の摂

南大学野球部(38名)を

清水町長が表敬訪問

し、特産品の愛南ゴー

ルドをプレゼントしま

した。(8/10)

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

一本松・城辺夏まつり

笑顔いっぱい！愛なんっこ

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板 城辺小学校体育館
で、1 5年前に埋
設されたタイムカ
プセルの開封記念
式典が行われまし
た。(8/14)【P20参
照】

町政フラッシュ

p5
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p26

折々の便り

社会を明るくする運動

ヒジキ養殖への挑戦!
試験養殖結果報告会

 一本松夏まつりの
「輪抜け」は、可愛
らしく着飾った浴衣
姿の女の子や家族連
れなど多くの参詣者
で賑わいました。
(7/18)【P4参照】

DE・あ・い・21で行われたヒジキ試
験養殖報告会の食味試験では、参加者
が熱心に味比べをしながらアンケー
トに結果を記入していました。(7/27)
【P6参照】

今治市で行われた「B&Gスポーツ大会愛媛
県大会水泳部門大会」の様子です。本町選
手が大活躍しました。(8/9)【P24参照】
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一
本
松
夏
ま
つ
り

　

町
内
で
一
番
早
い
夏
ま
つ
り
と

な
る
一
本
松
夏
ま
つ
り
は
あ
い
に

く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
歩
行
者

天
国
と
な
っ
た
一
本
松
商
店
街
に

は
各
種
団
体
に
よ
る
出
店
が
並

び
、
餅
ま
き
や
地
元
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ
れ
、

浴
衣
姿
の
子
ど
も
達
や
多
く
の
家

族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
商
店

街
近
く
の
出
雲
大
社
に
は
茅
の
束

で
作
っ
た
大
き
な
輪
を
く
ぐ
る

「
輪
抜
け
」
に
多
く
の
参
詣
者
が

訪
れ
ま
し
た
。
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
に
は
約
1
0
0
0
発
の
花
火
が

打
ち
上
げ
ら
れ
、
一
本
松
の
山
里

に
響
く
轟
音
と
色
鮮
や
か
な
光

を
多
く
の
見
物
客
が
楽
し
み
ま
し

た
。

城
辺
夏
ま
つ
り

　

城
辺
夏
ま
つ
り
は
、
町
内
小
中

学
校
な
ど
か
ら
募
集
し
た
俳
句

（
兼
題
『
夏
祭
り
』
『
金
魚
』
）

を
清
書
し
た
行
灯
約
3
0
0
個
で

飾
ら
れ
た
商
店
街
に
多
く
の
団
体

や
露
天
商
の
出
店
が
並
ぶ
中
、
賑

や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

城
辺
小
学
校
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓

隊
を
先
頭
に
9
団
体
約
2
7
0
名

に
よ
る
「
愛
南
音
頭
」
の
踊
り
パ

レ
ー
ド
で
始
ま
り
、
商
工
会
城
辺

支
所
前
広
場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
餅
ま
き
や
ミ
ラ
ク
ル
ひ
か
る

さ
ん
に
よ
る
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
、

夏
井
い
つ
き
さ
ん
の
句
会
ラ
イ

ブ
、
ま
た
、
城
辺
古
町
の
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

の
ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く

の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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12/10生育状況

ヒ
ジ
キ
養
殖
へ
の
挑
戦
!
試
験
養
殖
結
果
報
告
会

　

D
E
・
あ
・
い
・
21
で
「
ヒ
ジ
キ
試
験
養

殖
結
果
報
告
会
」
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
80

名
が
参
加
し
養
殖
技
術
や
課
題
に
つ
い
て
熱

心
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
の
清
水

陽よ

う

す

け介
主
事
か
ら
ヒ
ジ
キ
の
育
成
状
況
や
管
理

方
法
な
ど
の
試
験
養
殖
結
果
に
基
づ
き
望
ま

し
い
養
殖
密
度
、
養
殖
海
域
、
養
殖
方
法
な

ど
が
報
告
さ
れ
、
続
い
て
（
株
）
山
忠
業
務

部
の
渡
邊
智と

も

ひ

さ久
さ
ん
か
ら
愛
南
養
殖
ヒ
ジ
キ

の
原
草
評
価
を
通
じ
て
、
収
穫
時
期
が
早
い

方
が
良
い
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
参
加
者
は
、
国
産
天
然
・
愛
南
産
養

殖
・
中
国
産
養
殖
・
韓
国
産
養
殖
の
四
種
類

の
ヒ
ジ
キ
の
食
味
試
験
の
ほ
か
、
ひ
じ
き

煮
、
ふ
り
か
け
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の

ヒ
ジ
キ
加
工
品
を
試
食
し
ま
し
た
。

　

ヒ
ジ
キ
養
殖
は
真
珠
母
貝
養
殖
の
休
閑
期

に
設
備
を
そ
の
ま
ま
活
用
で
き
る
養
殖
で
、

愛
南
町
の
新
た
な
産
業
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
試
験
養
殖
で
は
地
元
生
産

者
の
協
力
を
得
て
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

愛
南
町
で
は
、
ヒ
ジ
キ
研
究
を
さ
ら
に
進

め
、
効
率
的
な
養
殖
技
術
を
確
立
し
、
国
内

最
大
級
の
産
地
を
め
ざ
し
て
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

清水陽
ようすけ

介主事

3/19生育状況 種苗挟み込み作業種苗ロープ張り込み

ヒジキ加工品の試食 ヒジキ食味試験
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

昭
和
24
年
7
月
1
日
に
犯
罪
予
防

更
生
法
が
施
行
さ
れ
更
生
保
護
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
戦
後
の

荒
廃
し
た
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
街

に
あ
ふ
れ
た
子
ど
も
達
の
将
来
を

危
惧
し
た
東
京
・
銀
座
の
商
店
街
の

有
志
が
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
に
共
鳴

し
、
同
年
7
月
13
日
か
ら
1
週
間
に

わ
た
っ
て
「
記
念
フ
ェ
ア
」
を
開
催

し
、
そ
の
売
り
上
げ
を
更
生
保
護
の

た
め
に
寄
附
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

と
な
り
、
昭
和
26
年
に
は
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
と
名
付
け
ら
れ

て
全
国
的
な
運
動
と
し
て
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
「
第
60
回
」
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
国
民
運
動

と
し
て
一
層
の
推
進
を
図
り
、
皆
様

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

運
動
の
趣
旨
を
解
り
や
す
く
表
し
た

新
た
な
運
動
名
称
と
し
て
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
〜
犯
罪
や
非
行
を

防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域

の
チ
カ
ラ
〜
」
と
改
め
ま
し
た
。

　

愛
南
町
に
お
い
て
は
、
初
日
の
7

月
1
日
に
約
70
名
の
参
加
を
得
て
城

辺
社
会
福
祉
会
館
前
で
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
広
報
パ
レ
ー
ド
出
発
式

を
行
い
、
白
バ
イ
の
先
導
に
よ
り
広

報
車
等
15
台
で
城
辺
商
店
街
か
ら
平

城
商
店
街
を
パ
レ
ー
ド
し
な
が
ら
、

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り

の
支
え
と
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
地

域
社
会
を
築
こ
う
と
通
行
者
に
理
解

と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
懸
垂
幕
や
の
ぼ
り
旗
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
に
よ
る
広
報
活

動
、
各
地
区
夏
祭
り
等
で
の
街
頭
啓

発
活
動
、
更
生
保
護
女
性
会
に
よ
る

集
会
活
動
、
更
に
は
城
辺
・
久
良
・

柏
・
満
倉
小
学
校
及
び
西
海
中
学
校

で
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

学
習
会
を
実
施
し
、
校
区
の
保
護
司

や
更
生
保
護
女
性
会
が
中
心
と
な
っ

て
、
多
く
の
方
々
へ
運
動
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
学
習
会
を
開
催
し
た
学
校
で

は
作
文
の
応
募
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
、
昨
年
度
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

で
は
、
久
良
小
学
校
5
年
生
の
飯
田

亮り

ょ

う

ご吾
く
ん
（
現
6
年

生
）
の
作
品
「
社

会
を
明
る
く
す

る
お
母
さ
ん
」

が
、
愛
媛
県
実

施
委
員
会
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
方
に
は
今
後
と
も
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
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◆
総
務
課
か
ら

◆
総
務
課
か
ら

◆
町
民
課
か
ら

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
平
成

22
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

の
補
助
を
受
け
、
中
泊
地
区
の
祭
り

や
盆
踊
り
、
ま
た
、
地
域
の
伝
統
芸

能
を
披
露
し
て
い
る
「
中
泊
祝
い
唄

保
存
会
」
が
使
用
す
る
長
胴
太
鼓
、

締
太
鼓
な
ど
が
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
『
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
』
と
し
て
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
受
け
入
れ
た
宝
く
じ
収
益
を

財
源
と
し
て
、
住
民
が
自
主
的
に
行

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
を
図

り
、
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自
治

意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
め
ざ
す

も
の
で
、

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動

に
直
接
必

要
な
施
設

又
は
設
備

の
整
備
を

行
っ
て
い

ま
す
。

看
護
学
生

受
験
資
格　

高
卒（
見
込
み
含
む
）、

23
歳
ま
で
の
方

受
付
期
間　

９
月
６
日
〜
10
月
１
日

第
１
次
試
験
日　

10
月
23
日（
土
）

第
１
次
試
験
地　

陸
上
自
衛
隊
松
山

駐
屯
地

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

受
験
資
格　

高
卒（
見
込
み
含
む
）、

20
歳
ま
で
の
方

受
付
期
間   

９
月
６
日
〜
10
月
１
日

第
１
次
試
験
日　

10
月
30
日（
土
）、

　
　
　
　
　
　
　

10
月
31
日（
日
）

第
１
次
試
験
地　

松
山
大
学

防
衛
大
学
校
学
生

受
験
資
格　

高
卒（
見
込
み
含
む
）、

20
歳
ま
で
の
方

受
付
期
間   

９
月
６
日
〜
10
月
１
日

第
１
次
試
験
日　

11
月
６
日（
土
）、

　
　
　
　
　
　
　

11
月
７
日（
日
）

第
１
次
試
験
地　

宇
和
島
市
役
所
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
宇
和
島
地

域
事
務
所
（
℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１
）

申
請
手
続
き

　

住
基
カ
ー
ド
は
、
ご
希
望
の
方
に

対
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
町
民
課
又

は
各
支
所
に
交
付
を
申
請
し
て
く
だ

さ
い(

愛
南
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
方
に
限
り
ま
す)

。

　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

官
公
署
が
発
行
し
た
写
真
付
き
の
証

明
書
な
ど
、
本
人
確
認
の
で
き
る
書

類
が
必
要
で
す
。
写
真
付
き
の
証
明

書
を
お
持
ち
で
な
い
方
な
ど
、
必
要

に
応
じ
て
郵
送
に
よ
る
本
人
照
会
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
申
請
か
ら
交
付

ま
で
10
日
間
程
度
か

か
り
ま
す
。

※
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
を
お
考
え
の

方
は
、
住
基
カ
ー
ド

の
交
付
手
続
き
を
す

ま
せ
て
か
ら
、
運
転

免
許
証
の
自
主
返
納

を

し

て

い

た

だ

く

と
、
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

カ
ー
ド
種
類

　

写
真
付
き
と
写
真
な
し
の
2
タ
イ

プ
あ
り
、
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す(

写
真
付
き
を
ご
希
望
の

方
は
、
申
請
の
際
に
無
料
で
撮
影
し

ま
す)

。

交
付
手
数
料　

５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）
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◆
総
務
課
か
ら

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

　
◆
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

重篤１％

重症３％

中等症８％

特に軽症68％

死亡０％

平成21年度症状の程度別患者比率
（南宇和郡）

その他０％

不明０％

軽症20％

日
時　

10
月
６
日（
水
）10
時
〜
15
時

場
所　

松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支

部（
宇
和
島
市
鶴
島
町
８
―

16
）

参
加
方
法

　

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

相
談
者　

愛
媛
弁
護
士
会
所
属
の
弁

護
士

相
談
内
容

　

金
銭
関
係
、
不
動
産
関
係
、
家
庭

関
係
な
ど
の
悩
み
事
に
つ
い
て

相
談
時
間　

30
分
以
内

費
用　

無
料

そ
の
他　

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支
部

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

１
１
３
３
）

　

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト

の
競
技
力
向
上
を
め
ざ
し
「
愛
ー
１

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
０
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時

　

10
月
２
日（
土
）

　

受
付
11
時
45
分
か
ら

　

競
技
開
始
13
時

場
所

　

南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的
広
場

種
目　

60
ｍ
走
、
１
０
０
ｍ
走
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
ボ
ー
ル
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
、
ロ
ン
グ
テ
ィ
ー
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
、
一
輪
車
競
争
、
４
×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
モ
ン
ス
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス

申
込
期
限　

９
月
22
日（
水
）

参
加
料　

無
料

参
加
資
格　

町
内
に
居
住
、
就
学
又

は
勤
務
す
る
方

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
愛
南
体
協
事
務
局
℡

７
３
―

１
１
１
１
）

『
受
付
時
間
』
は
平
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
前
11
時
で
す

　

仕
事
や
学
校
な
ど
の
都
合
で
、
受

付
時
間
以
降
に
来
院
さ
れ
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
し
か
し
、
午
後

は
、
主
に
予
約
患
者
や
入
院
患
者
の

方
の
診
療
、
手
術
・
検
査
の
時
間
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
受
付
時
間
を

守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

『
業
務
時
間
外
』
に
お
け
る
重
症
患

者
の
方
の
診
療
に
対
す
る
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

（
注
）業
務
時
間
は
、
平
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
で
す
。

　

県
立
南
宇
和
病
院
で
は
、
二
次
救

急
を
は
じ
め
と
す
る
救
急
患
者
の
方

の
た
め
に
、
時
間
外
は
医
師
や
看
護

師
を
宿
直
さ
せ
る
な
ど
限
ら
れ
た
人

数
で
診
療
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
状
況
は
軽
症
患
者

が
９
割
を
占
め
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
時
間
外
に
軽
症
の
方
が
多
く
来

院
さ
れ
る
と
、
応
急
措
置
が
必
要
な

重
症
の
患
者
の
方
の
診
療
に
影
響
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
自
分
や
ご
家
族
の
方
で
は
症
状

の
判
断
が
む
ず
か
し
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
軽
症
の
方
々
の
救
急
利
用
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

県
立
南
宇
和
病
院　

事
務
局 

　

℡
０
８
９
５
―

７
２
―

１
２
３
１
㈹
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◆
環
境
衛
生
課
か
ら

◆
町
民
課
か
ら

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

◆
消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

　

自
然
と

の
共
生
の

も
と
、
安

全
で
快
適

に
く
ら
せ

る
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
、
環
境

に
つ
い
て
考
え
る
会
「
平
成
22
年
度

愛
南
町
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
は
、
タ
レ
ン
ト
の
ダ

ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん
の
講
演
と
水

環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ニ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

日
時　

10
月
２
日（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

入
場
料
は
無
料
で
す
が
、

整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券
は
、

環
境
衛
生
課
、
各
支
所
、
各
公
民
館

に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

　

松
山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月
６

日（
月
）か
ら
12
日（
日
）ま
で
を
全
国

一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
と
し
て
、

高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
の
人
権
問

題
に
か
か
る
相
談
を
人
権
擁
護
委
員

や
法
務
局
職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
日
時

　

９
月
６
日（
月
）〜
10
日（
金
）

　

８
時
30
分
〜
19
時

　

９
月
11
日（
土
）・
12
日（
日
）

　

10
時
〜
17
時

場
所

　

松
山
地
方
法
務
局

　

（
松
山
市
宮
田
町
１
８
８
―

６
）

電
話
番
号

　

県
内
統
一
電
話
番
号 

０
１
２
０
―

０
２
５
―

５
５
０
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）
予
約
不
要

※
携
帯
電
話
可
、
IP
電
話
か
ら
は
接

続
で
き
ま
せ
ん
。

相
談
内
容

　

高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
へ
の
差

別
的
取
扱
い
、
相
続
・
扶
養
問
題

等
、
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
の
人

権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

問
い
合
わ
せ

　

松
山
地
方
法
務
局

（
℡
０
８
９
―

９
３
２
―

５
７
９
８
）

日
時

　

９
月
23
日（
木
・
祝
日
）

　

11
時
〜
15
時
30
分

場
所

　

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
松
山
市
東
川
町
乙
44
―

７
）

内
容 

①
動
物
愛
護
セ
レ
モ
ニ
ー

　

優
良
飼
育
者

　

ペ
ッ
ト
写
真
表
彰

②
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

動
物
の
病
気
相
談

　

愛
犬
の
し
つ
け
相
談

　

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い

　

ポ
ニ
ー
の
乗
馬
体
験
な
ど

③
ペ
ッ
ト
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
パ

ネ
ル
展

問
い
合
わ
せ

 

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
―

９
７
７
―

９
２
０
０
）

　

愛
南
町
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震

改
修
を
行
う
方
に
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利

用
し
、
地
震
に
負
け
な
い
わ
が
家
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
の
耐
震
化
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
は
、
お
気
軽
に
消
防
本
部
防
災

対
策
課
（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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◆
消
防
本
部
か
ら

◆
愛
南
警
察
署
か
ら

　
◆
消
防
本
部
か
ら

日
時　

９
月
25
日（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
開
演（
13
時
開
場
）

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

　

第
一
部
ク
ラ
シ
カ
ル
ス
テ
ー
ジ

　

第
二
部
交
通
安
全
・
防
犯
講
話
ほ
か

　

第
三
部
ポ
ッ
プ
ス
テ
ー
ジ

入
場
料　

無
料
（
整
理
券
が
必
要
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
愛
南
警
察
署
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ

　

愛
南
警
察
署（
℡
７
２
―

０
１
１
０
）

 7/
   25

　

徳
島
県
で
行
わ
れ
た
「
第

39
回
消
防
救
助
技
術
四
国
地

区
指
導
会
」
は
し
ご
登
は
ん
の
部
に

お
い
て
、
消
防
本
部 

山
本 
徹

と
お
る

消
防

士
（
23
歳
）
が
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
て
出
場
28
選
手

中
、
見
事
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
な

 7/
   22

お
山
本
消
防
士
は
、
８
月

27
日
（
金
）
に
京
都
府
で
開

催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
消
防
学
校
大
規
模

訓
練
場
で
「
第
26
回
愛
媛
県

消
防
操
法
大
会
」
が
行
わ
れ
、
ポ
ン

プ
車
の
部
に
愛
南
町
代
表
と
し
て
出

場
し
た
愛
南
町
消
防
団
城
辺
方
面
隊

第
１
分
団
城
辺
下
支
部
チ
ー
ム
が
、

見
事
４
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

【
愛
南
町
消
防
団
城
辺
方
面
隊

　

第
１
分
団
城
辺
下
支
部
チ
ー
ム
】

指
揮
者 
宇
都
宮 

悦え
つ

、
１
番
員 
宮
﨑

啓け
い

志し

、
２
番
員 

上
田
耕こ

う

三ぞ
う

、
３
番

員 
藤
田
有ゆ

う

紀き

、
４
番
員 
清
水 

良り
ょ
う、

補
欠 
渡
邊
真ま

佐さ

留る

※
は
し
ご
登
は
ん
…
塔
前
５
メ
ー
ト
ル
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
自
己
確
保
の
結
索
を
行
っ
た

後
、
垂
直
は
し
ご
を
15
メ
ー
ト
ル
登
は
ん
し
、

そ
の
安
全
確
実
性
と
所
要
時
間
を
競
う
。

愛南町消防団城辺方面隊第1分団城辺下支部チーム
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◆
保
健
福
祉
課
か
ら

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

　
　
　

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

８
月
号
14
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
し

た
「
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
松
本
雪ゆ

き

美み

さ
ん（
御
荘
長
月
）か
ら
「
我
が
家
の

白
い
歯
自
慢
」
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

私
達
家
族
五
人
は
虫
歯
が
あ
り
ま

せ
ん
。
普
段
か
ら
規
則
正
し
い
生
活

を
し
、
甘
い
物
を
控
え
、
野
菜
を
多

く
と
る
食
事
、
夕
飯
後
は
飲
食
し
な

い
、
近
所
で
あ
れ
ば
歩
く
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
外
出
か
ら

帰
れ
ば
必
ず
手
洗
い
、
う
が
い
を
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
小
さ
な
事
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
健
康
が
維
持
で
き
、
口
腔
内

の
清
潔
も
保
て
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
も
規
則
正
し
い
生
活
が

身
に
つ
い
て
お
り
、
休
み
の
日
で
も

普
段
通
り
早
寝
早
起
き
が
自
然
に
で

き
て
い
ま
す
。

　

歯
み
が
き
も
歌
を
唄
い
な
が
ら
、

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
と
、
楽
し
く

親
子
で
行
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
こ

と
な
ら
苦
に
な
ら
な
い
の
で
、
子
ど

も
達
も
自
然
と
食
後
に
行
え
て
い
ま

す
。
姉
妹
な
ら
「
ど
ち
ら
が
き
れ
い

に
み
が
け
た
か
」
を
競
争
す
る
と
張

り
切
っ
て
ど
ち
ら
も
負
け
じ
と
頑
張

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
歯
だ
け
で
な
く
身
体

も
心
も
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
家
族

で
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
犬
ね
こ
の
移
動
譲
渡
会

日
時　

10
月
９
日（
土
）13
時
〜
15
時

場
所　

南
予
地
方
局

そ
の
他　

専
用
は
が
き
等
で
事
前
申

込
が
必
要
で
す
。

◆
子
犬
の
移
動
し
つ
け
講
座

日
時　

10
月
23
日（
土
）

　
　
　

13
時
〜
14
時
30
分

場
所　

南
予
地
方
局

そ
の
他　

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

犬
を
連
れ
て
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
―

９
７
７
―

９
２
０
０
） 　

町
で
は
、
５
歳
児
歯
科
健
診
で
、

む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
27
日（
火
）に
実
施
し
ま
し
た

５
歳
児
健
診
で
は
、
26
名
の
受
診
者

の
中
で
17
名
の
お
子
さ
ん
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

  

髙　

橋　

勇は
や　

翔と 

く
ん（
御
荘
平
城
）

  

田　

原　

里さ
と　

南み 

ち
ゃ
ん（
御
荘
平
城
）

  

埜　

下　

紗さ　

愛え 

ち
ゃ
ん（
御
荘
平
城
）

  

落　

合　

美み　

歩ほ

ち
ゃ
ん 

（
御
荘
平
城
）

  

落　

合　

咲ざ　

歩ほ

ち
ゃ
ん 

（
御
荘
平
城
）

  

宮　

田　
　
　

輝
ひ
か
る

く
ん 

（
御
荘
平
山
）

  

清　

水　
　
　

伶れ
い

ち
ゃ
ん 

（
中　

浦
）

  

上　

岡　

真ま　

幌ほ
ろ

ち
ゃ
ん 

（
御
荘
平
城
）

  

大　

家　

真ま　

優ひ
ろ

ち
ゃ
ん 

（
御
荘
平
城
）

  

吉　

見　
　
　

皐
さ
つ
き

ち
ゃ
ん 

（
城
辺
甲
）

  

清　

水　

柚ゆ　

良ら

ち
ゃ
ん 

（
城
辺
甲
）

  

濵　

部　

穂ほ

乃の

香か

ち
ゃ
ん 

（
城
辺
甲
）

  

宮　

元　

愛ま
な　

果か

ち
ゃ
ん 

（
久　

良
）

  

倉　

田　

芹せ
り　

羽は

く
ん 

（
久　

良
）

  

西　

田　

夢ゆ
め　

果か

ち
ゃ
ん 

（
城
辺
乙
）

  

芳　

村　

胡く
る　

桃み

ち
ゃ
ん 

（
僧　

都
）

  

佐　

藤　

琢た
く　

磨ま

く
ん 

（
増　

田
）
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◆
高
齢
者
支
援
課
か
ら

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

65
才
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

又
は
夫
婦
の
み
の
世
帯
で
、
生
活
に

不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
に
安
心

し
て
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
施
設
で
、
現
在
、
空
室
の
３
施
設

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

施
設
の
概
要　

（
左
図
参
照
）

申
込
受
付
期
間　

９
月
１
日（
水
）

〜
９
月
30
日（
木
）

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
支
援
課

（
℡
７
２
―

７
３
２
５)

内海高齢者生活
福祉センター

西海高齢者生活
福祉センター

城辺高齢者
共同住宅

入居者
募集数

１人世帯用  ２名
（ただし、夫婦世
帯用の部屋）
夫婦世帯用  ２組

１人世帯用  ３名
夫婦世帯用  １組

１人世帯用  １名

入居費用
及び
使用料

月額2,000円から
（入居者の年間収
入額から算定）
※単身者が夫婦部
屋に入居の場合は
30％の増額

月額3,000円から
（入居者の年間収
入額から算定）
※単身者が夫婦部
屋に入居の場合は
30％の増額

月額15,000円

敷金
３か月分の使用料
に相当する額

３か月分の使用料
に相当する額

２か月分の使用料
に相当する額

個人負担 電気料実費負担
食事費用、電気料
実費負担

食事費用、電気料
実費負担

申込み・
問い合わせ

高齢者支援課
（℡72－7325）
内海支所
住民福祉係
（℡85－0311）

高齢者支援課
（℡72－7325）
西海支所
住民福祉係
（℡82－1111）

高齢者支援課
（℡72－7325）
又は各支所住民福
祉係

　

一
本
松
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、

愛
媛
県
発
達
障
害
者
セ
ン
タ
ー
「
あ

い
♥
ゆ
う
」
主
催
に
よ
る
発
達
障
害

支
援
セ
ミ
ナ
ー
「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
を
創
る
た
め
に
」
が
開
催
さ

れ
、
発
達
障
害
者
の
家
族
や
医
療
・

福
祉
・
教
育
・
就
労
支
援
関
係
者
な

ど
１
６
６
名
が
出
席
し
、
関
わ
る
子

ど
も
達
の
現
状
や
生
涯
を
見
通
し
た

支
援
に
つ
い
て
、
愛
南
町
で
で
き
る

こ
と
は
何
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

愛
媛
大
学
教
育
学
部
の
長
尾
秀ひ

で

夫お

教
授
か
ら
は
、
発
達
障
害
の
理
解
に

つ
い
て「
そ
の
人
そ
の
家
族
と
か
か
わ

り
な
が
ら
理
解
し
ま
し
ょ
う
。一
人
ひ

と
り
に
合
っ
た
支
援
が
基
本
で
す
」と

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
「
家
族
に
も
大
勢

参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
療
育
施
設
お

れ
ん
じ
く
ら
ぶ
と
一
本
松
あ
り
ん
こ

く
ら
ぶ
が
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し

た
と
こ
ろ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
南
宇

和
高
校
の
学
生
や
御
荘
病
院
の
実
習

生
、
南
愛
媛
療
育
セ
ン
タ
ー
職
員
の

応
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
支
え
合
い
の

輪
」
の
広
が
り
等
、「
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
の
さ
ら
な
る
展
開
が

期
待
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し

た
。

 7/
   31

託児コーナーで仲良く
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◆
農
林
課
か
ら

◆
財
産
管
理
課
か
ら

国保一本松病院

町道一本松線

一本松
郵便局

ワ
タ
キ
ュ
ー
薬
局

売却地

物件番号29

〒

　

山
や
森
を
愛
し
て
や
ま
な
い
人
た

ち
の
俳
句
を
募
集
し
ま
す
。
山
が
好

き
、森
が
好
き
、木
が
好
き
、そ
ん
な
あ

な
た
の
一
句
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
等

・
年
齢
、
性
別
、
国
籍
は
問
い
ま
せ

ん
。
た
だ
し
愛
媛
県
在
住
者
に
限
る
。

・
俳
句
は
、
有
季
・
定
型
、
日
本
語

俳
句
と
し
、
春
夏
秋
冬
、
季
節
は
問

い
ま
せ
ん
。

・
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
又
は
メ
ー
ル
で

お
願
い
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
は
１
枚
５

句
以
内
を
１
組
と
し
ま
す
。

・
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

〒
７
９
０
―

８
５
７
０　

松
山
市
一
番
町
４
丁
目
４
―

２　

愛

媛
県
森
林
整
備
課　

え
ひ
め
森
林
俳

句
コ
ン
テ
ス
ト
係

（E-m
ail:m
orinohaiku@

em
k.jp

）

応
募
期
間　

９
月
１
日（
水
）

〜
10
月
11
日（
月
）

そ
の
他　

11
月
11
日
（
木
）
開
催
の

「
え
ひ
め
山
の
日
の
集
い
」
に
お
い

て
発
表
・
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
森
林
整
備
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
５
９
７
）

　

㈶
愛
媛
の
森も

林り

基
金

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
６
０
１
）

　

利
用
す
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
次

の
土
地
を
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

売
却
し
ま
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

（
売
払
公
告
日
は
、
９
月
15
日
）

摘
要

給
・

排
水

予
定

価
格

接
面

道
路

用
途

地
域

面
積

現
況

登
記
簿

所
在
地

境
界
確
認
に
よ
る
測
量
済
み

給
水

：
給
水
装
置
工
事
必
要

排
水

：

農
業
集
落
排
水
施
設
整
備
区

域
に
よ
り
負
担
金
、
施
設
使
用
料
及

び
維
持
管
理
組
合
費
が
必
要

４
，２
５
２
，０
０
０
円

（
１
２
，０
５
０
円/

㎡)

町
道
一
本
松
線（
幅
員
７
m
）

都
市
計
画
区
域
外

３
５
２
・
７
２
㎡（
約
１
０
７
坪
）

宅
地

宅
地

愛
南
町
一
本
松
５
１
８
１
―

１

（
一
本
松
倉
庫
跡
地
）

入
札
参
加
受
付
期
間

　

土
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く
、
９
月
15

日（
水
）〜
10
月
６
日（
水
）午
後
５
時

15
分
ま
で
。
入
札
参
加
に
必
要
な
書

類
は
、
財
産
管
理
課
窓
口
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

入
札
書
の
提
出
期
限

　

11
月
10
日（
水
）午
後
５
時
15
分

開
札
の
日
時
及
び
場
所

　

11
月
12
日（
金
）午
後
２
時
〜
城
辺

社
会
福
祉
会
館
３
階
中
ホ
ー
ル

入
札
方
法

　

上
記
日
時
・
場
所
に
お
い
て
開
札

を
行
い
、
予
定
価
格
以
上
の
最
高
価

格
の
入
札
者
を
も
っ
て
落
札
者
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
同
一
物
件
に
対
す

る
最
高
落
札
提
示
者
が
複
数
の
場
合

は
、
直
ち
に
く
じ
引
き
に
よ
っ
て
落

札
者
を
決
定
し
ま
す
。

現
地
説
明
会

　

希
望
に
よ
り
現
地
説
明
を
行
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ   

入
札
参
加
資
格
の
確

認
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
財
産

管
理
課
管
財
係（
℡
７
２
―

７
３
１
０
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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◆
企
画
財
政
課
か
ら

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
愛
媛
県

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る

「
平
成
22
年
度
地
域
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
カ
レ
ッ
ジ
」
が
開
講
さ
れ
、
４

日
間
に
わ
た
っ
て
愛
南
町
連
合
婦
人

会
の
会
員
を
は
じ
め
延
べ
１
１
８
名

の
参
加
者
が
、
地
域
社
会
・
防
災
・

Ｄ
Ｖ
・
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
様
々

な
分
野
を
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で

学
習
し
ま
し
た
。

ワークショップ

（地域の課題、理想等）
知っていますか？

ドメスティック・バイオレンス

人と人　繋がる力は地域力

（灯籠作り）
防災のための地域参画

 6/
   30

 7/
     8

 7/
   15

 7/
   26

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
に

ご
協
力
を

　

愛
南
町
で
は
、
平
成
18
年
に

「
愛
南
町
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
〜
あ
い
な
ん
パ
ー
ト
ナ
ー
プ

ラ
ン
２
０
１
５
〜
」
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
は
、
平
成
18
年
か

ら
27
年
度
ま
で
の
10
か
年
計
画

で
、
今
年
度
は
５
年
目
に
当
た
り

ま
す
。
社
会
情
勢
の
変
化
や
推
進

状
況
の
把
握
の
た
め
、
８
月
に
無

作
為
に
抽
出
し
た
１
，
０
０
０
人

を
対
象
と
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
現
在
集
計
結
果
を
分

析
し
て
後
期
の
計
画
策
定
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
も「
と
も
に
あ
ゆ
み
育
て
創

造
す
る
ま
ち
〜
愛
南
町
〜
」の
将
来

像
を
具
体
化
し
て
い
く
た
め
、
よ

り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
子
ど
も
手
当
」
は
、
次
代

の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な

育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
実
施
さ
れ
お
り
、
中
学

校
を
修
了
す
る
ま
で
の
子
ど
も
1
人

に
つ
き
、
月
額
１
万
３
千
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
子
ど
も
手
当
の
申

請
の
期
限
は
、
平
成
22
年
９
月
30
日

で
す
。
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
４
月

に
遡
っ
て
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
平
成
22
年
10
月
１
日
以
降

に
申
請
し
た
場
合
、
申
請
月
の
翌
月

分
か
ら
支
給
開
始
と
な
り
ま
す
の

で
、
未
申
請
の
方
は
、
お
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
９
月
17
日（
金
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）
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◆
環
境
衛
生
課
か
ら

◆
町
民
課
か
ら

◆
建
設
課
か
ら

　

１
日
・
８
日
・
15
日
・
29
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

10
月
の
引
取
日
は
、

　

６
日
・
13
日
・
20
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ

て
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
環
境

観
光
係
ま
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
場

合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
必

要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
６
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
増
や
し
た
い
方

に
は
、
「
付
加
年
金
」
と
い
う
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

付
加
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

通
常
の
保
険
料
（
平
成
22
年
度
月
額

１
５
，
１
０
０
円
）
と
と
も
に
、
月

額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
額
は
、
「
２
０
０
円

×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」
の

式
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
５
年
間

（
60
か
月
）納
め
た
時
の
総
付
加
保
険

料
額
の
２
４
，
０
０
０
円
（
４
０
０

円
×
60
か
月
）
に
対
し
、
65
歳
か
ら

老
齢
基
礎
年
金
と
い
っ
し
ょ
に
支

給
さ
れ
る
付
加
年
金
の
額
は
年
額

１
２
，
０
０
０
円
（
２
０
０
円
×
60

か
月
）
と
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
２
年
間
で
元
金
が
か

え
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、

付
加
保
険
料
を
I0
年
間
納
め
た
方
、

40
年
間
納
め
た
方
に
つ
い
て
も
同
じ

こ
と
が
い
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
付
加
年
金
に
は
、
物
価

の
上
下
に
対
応
し
た
「
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
度
」
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年

金
と
い
っ
し
ょ
に
支
給
さ
れ
る
た

め
、
繰
上
げ
支
給
又
は
繰
下
げ
支
給

を
し
た
と
き
に
は
、
本
体
の
老
齢
基

礎
年
金
と
同
じ
割
合
で
減
額
又
は
増

額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
自
営
業
者
な
ど
の
国
民

年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
の
方
に
限

ら
れ
ま
す
。

②
半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を
含

め
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方

は
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ

ん
。

③
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な
ど
、

国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
の
方
も
付

加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

④
国
民
年
金
基
金
の
加
入
員
に
な
っ

た
方
は
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

・
付
加
保
険
料
は
、
納
付
期
限
を
過

ぎ
る
と
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
口
座
振
替
や
割
安
に
な
る
前
納
制

度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

付
加
保
険
料
の
手
続
と
相
談
先
は

　

町
民
課
又
は
各
支
所
、
宇
和
島
年

金
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て

　

西
海
支
部
母
子
寡
婦
福
祉
会（
中

野
し
な
ひ
支
部
長
）と
西
海
民
宿
組

合（
吉
田
明あ

け

實み

代
表
）が
、
多
年
に
わ

た
っ
て
鹿
島
海
岸
を
中
心
に
清
掃

奉
仕
活
動
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
海
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
貢

 7/
   19

い
る
方
は
、
い
つ
で
も
任
意
の
と
き

に
申
し
出
て
、
そ
の
納
付
を
や
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場
合
で

も
掛
け
捨
て
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

献
さ
れ
た
と
し
て
国
土
交
通
省
四

国
地
方

整
備
局

長
か
ら

表
彰
さ

れ
ま
し

た
。
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◆
愛
大
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　

愛
南
町
食
育
協
働
部
会
・

産
業
部
会

　

「
体
験
型
食
育
」
に
続
い
て
、
今

回
は
「
産
消
交
流
食
育
」
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
愛
南
町
で
生
産
さ
れ

る
農
水
産
物
に
つ
い
て
、
ど
の
程

度
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
？

　

本
町
の
食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
で
地
元

農
水
産
物
に
対
す
る
知
名
度
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
水
産
物
で
は
カ
ツ
オ

や
カ
キ
、
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
、
農
産
物
で

は
甘
夏
や
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
（
河
内
晩

柑
）
な
ど
柑
橘
類
に
つ
い
て
「
知
っ

て
い
る
」
と
答
え
た
方
が
多
く
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
「
カ
ツ
オ
の
水
揚
げ
が
四

国
一
」
で
あ
る
こ
と
や
「
愛
南
ゴ
ー

ル
ド
（
河
内
晩
柑
）
の
生
産
量
が
日

本
一
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

半
数
以
上
の
方
が
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
地
名
度
の
高
い
農
水
産
物
に
お

い
て
「
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
の
生
産
量
日
本

一
」
、
「
甘
夏
の
生
産
量
四
国
一
」

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い

る
」
と
答
え
た
方
の
割
合
は
低
く
、

若
い
世
代
を
中
心
に
半
数
を
下
回
り

ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
み
る
と
、
農

水
産
物
そ
の
も
の
を
見
た
り
聞
い
た

り
し
て
知
っ
て
い
る
も
の
の
、
ど
れ

く
ら
い
生
産
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
具

体
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
把
握
し
て

い
な
い
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
で
す
。

　

全
国
的
に
第
一
次
産
業
が
低
迷
し

て
い
る
中
、
私
た
ち
地
域
住
民
が
地

元
農
水
産
物
を
消
費
す
る
こ
と
、
さ

ら
に
地
域
外
に
お
い
て
地
元
農
水
産

物
を
消
費
し
て
も
ら
う
こ
と
で
地
域

の
食
料
産
業
が
元
気
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
元
農
水

産
物
を
地
域
資
源
と
し
て
活
用
し
、

地
域
住
民
へ
の
体
験
型
食
育
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
県
内
外
の
消
費
者

に
対
し
て
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

愛
南
町
に
は
「
カ
ツ
オ
の
タ
タ

キ
」
や
「
ジ
ャ
コ
天
」
、
「
ひ
や

汁
」
、
「
鯛
め
し
」
な
ど
町
外
の
方
に

食
べ
て
も
ら
い
た
い
自
慢
の
郷
土
料

理
が
あ
り
ま
す
。

　

産
業
部
会
で
は
、
県
内
外
の
方
が

愛
南
町
を
訪
れ
て
、
生
産
現
場
で

農
水
産
物
に
触
れ
、
郷
土
料
理
を
食

べ
、
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
愛
南
食

文
化
や
地
元
農
水
産
物
へ
の
関
心
を

高
め
て
も
ら
い
、
消
費
に
つ
な
げ
て

い
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
愛
南
町
の
め

ざ
し
て
い
る
生
産
者
の
顔
が
み
え
る

「
安
心
・
安
全
な
生
産
活
動
」
を
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
次
の
よ

う
な
交
流
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

  

「
愛
南
ま
る
ご
と
体
験
ツ
ア
ー
」

　

「
体
験
」
と
「
食
」
を
ミ
ッ
ク

ス
さ
せ
た
体
験
型
ツ
ア
ー
を
実
施

し
て
、
消
費
拡
大
に
伴
う
相
乗
効

果
で
都
市
と
愛
南
と
の
交
流
を
進

め
、
観
光
誘
客
ア
ッ
プ
と
流
通
増

大
に
つ
な
げ
ま
す
。
同
時
に
特
産

品
と
食
に
関
連
し
た
「
愛
南
旅
人

検
定
ク
イ
ズ
」
を
行
い
、
愛
南
町

の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
探
っ
て
も

ら
い
ま
す
。
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９月の保健事業のお知らせ
◆
総
務
課
か
ら

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

各種健（検）診
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

胃がん検診

  3日 金 久良ふるさとセンター ７：００～  ８：３０
  7日 火 網代消防倉庫前 ７：００～  ８：００
  8日 水 家串公民館 ７：００～  ８：００
  9日 木 内海保健センター ７：００～  ８：３０

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

  6日 月 僧都ふれあい交流館 １２：３０～１４：００
10日 金 一本松保健センター １２：３０～１４：００

13日 月 城辺保健福祉センター
＊９：００～１０：００
１２：３０～１４：００

16日 木 緑基幹集落センター １２：３０～１４：００

24日 金 御荘文化センター
９：００～１０：３０
１２：３０～１４：００

27日 月 中浦ふれあい交流館 １２：３０～１４：００
30日 木 赤水公民館 １２：３０～１４：００

＊９月１３日９：００～１０：００受付は、乳がん・骨粗鬆症検診のみ実施です。
※特定健診を希望される方は、ご加入の医療保険から発行された特定健診受診券と健康保険
証をお持ちください

乳幼児健康診査
内　容 日 曜日 場　所 対象者

乳児健診   7日 火
城辺保健福祉センター

H２２年２月１日～３月３１日生
５歳児健診 28日 火 H１７年６月１日～７月３１日生

育児相談
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場   3日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００
すくすく相談

  8日 水
城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

育児相談 内海保健センター ９：３０～１１：３０
みなみっ子 13日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０
うみのこ広場 16日 木 西海支所２階親子ふれあい交流室 ９：３０～１１：３０

その他
内　容 日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 17日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

両親学級
「かるがも教室」

22日 水 城辺保健福祉センター

１３：３０～１５：００
事前申込み

乳児栄養相談
「もぐもぐ教室」

１３：３０～１５：３０
事前申込み

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
利
用

を
促
進
す
る
た
め
、
本
年
は
10
月
18

日（
月
）か
ら
24
日（
日
）ま
で
の
一
週

間
を
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
と
定

め
、
全
国
的
に
各
種
行
事
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

愛
南
町
で
も
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、
次
の

と
お
り
特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　

10
月
13
日（
水
）13
時
〜
15
時

場
所　

城
の
辺
学
習
館

愛
南
町
の
行
政
相
談
委
員

（
内
海
地
域
）　

宮
部　

禮れ
い

子こ

（
御
荘
地
域
）　

橋
岡　

仁ひ
と

志し

（
城
辺
地
域
）　

黒
澤　

民た
み

彦ひ
こ

（
一
本
松
地
域
）
山
口　

修し
ゅ
う
じ兒

（
西
海
地
域
）　

山
本　

美み

紀き

雄お

相
談
例

　

年
金
、
医
療
保
険
、
社
会
福
祉
、
交

通
安
全
、
雇
用
・
労
災
保
険
、
登
記
、

道
路
、
生
活
衛
生
、
郵
便
、
消
費
者
保

護
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど

　

総
務
省
で
は
、
生
活
保
護
世
帯
や

障
が
い
者
非
課
税
世
帯
な
ど
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
と
な
っ

て
い
る
世
帯
で
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
移
行
す
る
こ
と
が
難
し
い
世
帯

に
対
し
、「
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー（
１

台
）」の
無
償
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
込
期
限
は
、
12
月
28
日（
火
）ま

で
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
省 

地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
５
７
０
―

０
３
３
８
４
０
・
℻

０
４
４
―

９
６
６
―

８
７
１
９
）ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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税
務
課
等
か
ら
！

９
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

９・１０月行事予定表

第１日曜日   5日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

第２日曜日 12日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第３日曜日 19日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

敬 老 の 日 20日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

秋 分 の 日 23日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第４日曜日 26日 内海診療所 柏 ☎85-0341

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

９月の当直医

国

民

健

康

保

険

税

4期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

3期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
ノ

浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

9/29

10/28

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
の
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

9/27

10/26

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

9/22

10/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

9/17

10/20

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

9/15

10/18

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
一
本
松
集
会
所
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ

セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

9/13

10/14

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
男
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

9/9

10/12

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

9/7

10/8

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

9/3

10/6

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

9/1

10/4

９、１０月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場　所

9月

4 土
12：00～21：00 緑八朔相撲大会 緑公民館土俵前

16：00～18：00 愛南町歌謡祭 御荘文化センター

5 日

9：00～14：00 町総合防災訓練 内海運動公園

9：00～17：00
スポレクジュニア
ソフトボール予選

南レク御荘
多目的広場

9：00～15：30
第20回どろんこ
サッカー大会

篠山小中学校
体育館横

6 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

8 水
8：30～14：00

愛媛スポレク祭2010
クロッケー競技愛南町予選

南レク
御荘公園

13：00～15：00 行政相談 町内各地

11 土

9：00～17：00
四国王座壮年軟式野球
決定戦愛媛県予選

南レク
城辺公園

9：00～17：00
第1回愛南
ウォッチング

僧都・山出
地区

12 日 9：00～17：00
四国王座壮年軟式野球
決定戦愛媛県予選

南レク
城辺公園

13 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

15 水 9：00～13：00
スポレク祭グラウンドゴルフ
競技愛南町予選会

南レク
城辺球場

21 火 13：00～15：30 人権相談 城の辺学習館

22 水 18：30～20：30
人権・同和教育研修会
（愛南町職員・教職員・議員等）

御荘文化
センター

24 金 19：30～21：00 同和問題基礎講座 御荘文化センター

25 土

13：00～
愛媛県警察音楽隊
愛南ふれ愛コンサート

御荘文化
センターホール

13：00～20：30
スキューバーダイビング

交流会
鹿島

コーラルビーチ

26 日

9：30～15：30
スキューバーダイビング

交流会
鹿島・横島

9：00～17：00
愛媛県下軟式野球選手
権大会南宇和支部予選

南レク
城辺球場

10月

2 土

13：00～17：00
第4回愛－１

グランプリ2010
南レク城辺
多目的広場

13：30～16：15 愛南町環境フォーラム
御荘文化
センター

14：00～16：00
どろんこサッカー大会
フォトコンテスト
公開審査会

篠山小中学校
体育館

9：00～17：00
第2回愛南
ウォッチング

町内各地
御荘文化センター

3 日 8：30～17：00
愛南町スポーツ少年大会
ソフトボール競技

あけぼの
グラウンド

4 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

愛いっぱい愛南産直市
１０月５日（火）～１１日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　三越松山店
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 9月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   
火・木   

園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   

第1・3日曜

 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

●15日(水)・22日(水)
は夢創造館で行いま
す。

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００
　

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

御荘
保育所
すみれ組

●2(木)・9日(木)親子ヨガ教室 
城辺公民館にて
●8日(水)出張わんぱく
城辺保健福祉センターにて
「シャボン玉♪外遊び」
●15日(水)ベビースリング１０：００ １５：００

●14日(火)10:30～
キッズ体操

●28日(火)10:30～
運動会ごっこ

中浦
保育所

御荘
保育所
ふじ組
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に け ー し ょ ん

8/7 影絵劇「三枚のおふだ」

　(財)正光会御荘病院

で恒例の「第24回夏祭

り」が開催され、各種

団体による物産販売や

金魚すくい、射的ゲー

ムなどが出店され、浴衣姿の親子連れで賑わいました。

　特設ステージでは、らくさぶろうさんによる楽しい司会に「ストリートダンスショー」や「浴衣

美人&甚平美男コンテスト」、「あいなんクイズ○×でドン!」などの楽しい催しで大いに盛り上が

りました。フィナーレでは約200発の花火が打ち上げられ、御荘湾を鮮やかに照らし出していま

した。

8/5 御荘病院
夏祭り

　城辺小学校で約15年前に埋設された

高さ1.2メートル、幅1.1メートルのタイム

カプセルが、卒業生など関係者が見守

る中、約1時間半かけて掘り起こされま

した。

　このタイムカプセルは、平成2年の校

舎建替えを期に埋設が企画され、平成

7年3月13日に平成2年度から6年度まで

の在校生や教職員など約820名分の作

品を入れて埋設していました。

　翌日の14日には開封記念式典が開催

され、卒業生や教職員など約300名が出

席し、体育館に並べられた作文や図画、

学級旗などの作品を手にとりながら、

懐かしい旧友と思い出を語り合う姿が

会場のあちらこちらで見られました。

8/13 蘇る思い出!タイムカプセル開封

　御荘文化センターで、劇団「かかし座」による影絵劇「三枚のおふだ」が上演され、小学生や保

護者など約400名が影絵劇の不思議な世界を楽しみました。

　上演前には、劇団員による鶴や亀などの手影絵のパフォーマンスが行われ、会場のこどもた

ちも劇団員に教わりながら「ふくろう」の手影絵に挑戦しました。
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愛 南 こ み ゅ

7/24

　日本舞踊「若紫乃の会(前田アイ子会主)」主催の福祉チャリティー
「ゆかた会」が御荘文化センターで開催され、同会から「多くのお客
様からいただいた温かい浄財を子ども達の図書購入に使って欲しい」
とチャリティーの募金約8万1千円を町教育委員会に寄贈していただき
ました。

7/29 本をたくさん読んでね!

　赤水小学校体育館で、「第16回

ワールドパーティーランド」が開催さ

れ、中国やブラジル、ネパールなど

7か国13名の留学生と、赤水小学校

や中浦小学校の児童や保護者など

約100名が、ゲームや日本の昔の遊

びをしたり、フラメンコを踊ったり

など国際交流を楽しみました。

　一本松小学校5年生29名が、校舎横

に設置されたプランターにゴーヤの苗

68本を植え、緑のカーテンづくりに挑

戦しました。

　6月11日(金)に南宇和交通安全協会

城辺支部会員3名から、始めに苗の育

て方、収穫についての説明を受け、続

いて交通安全や正しい自転車の乗り方

などの話を聞きながら丁寧に植えつけ

ました。苗が大きくなった8月5日(木)に

は、「自転車に乗るときはヘルメット着

用」など交通安全の標語パネル7枚を

網に取り付け、交通ルールを守ること

を誓いました。大きなゴーヤの実がな

り、収穫するのが楽しみです。

　マダガスカル固有のサル「アイアイ」研究の第一人者、島 
泰
た い ぞ う

三博士(どくとるアイアイ)を講師に、御荘文化センターほ
かで「環境教室」が開催され、町内の小学生と保護者約50
名が、深浦桟橋での親子魚釣りや料理教室、「アイアイ」に
ついてのワークショップなどを通じて自然環境の大切さを学
習しました。
　夕方、御荘文化センターで講演会も行われ、島博士は「自
然破壊は心も破壊する。自然豊かな愛南町の良さを再確認

し、美しい自然を守り活用するため一人一人が考えて行動して欲しい」と述べられました。

7/31 自然の良さを再確認!どくとるアイアイ環境教室

地球のためにできること!緑のカーテンに挑戦



p22

炎天下の熱戦! B&Gマリンスポーツ大会!
　御荘湾で「第31回 B&Gスポーツ大会愛媛県大会 マリンスポーツ部門大会」が行わ
れ、県内のB&G海洋センター・クラブの小中学生約70名が、ローボートやシングルカ
ヌー、オプティミスト(OP)ディンギーの3種目に出場し、真夏の暑い日差しの下、熱戦
が繰り広げられました。
【大会結果は次のとおり。本町選手のみ掲載】

ローボート種目 男子の部

 優勝 　愛南町御荘(岸田有
ゆ う き

生・本多三
さ ん し ろ う

四郎・福本知
と も き

希・本多研
け ん ご

吾)2分04秒

ローボート種目 女子の部

 優勝 　愛南町御荘(増田奏
か な み

海・山本 南
みな み

・山本新
に あ

亞・浅海実
み の り

里)2分06秒

シングルカヌー種目 小学生男子の部

 優勝 　森戸穂
ほ だ か

高(愛南町御荘) 1分30秒06　第 3位  本多三
さ ん し ろ う

四郎(愛南町御荘) 1分33秒97

シングルカヌー種目 小学生女子の部

 準優勝 鈴木耀
て る の

野(愛南町御荘) 1分38秒57　第 3位  廉谷歩
あ ゆ み

実(愛南町御荘) 1分49秒06 

シングルカヌー種目 中学生男子の部 

 優勝 　岸田有
ゆ う き

生(愛南町御荘)　1分26秒72

シングルカヌー種目 中学生女子の部

 優勝 　増田奏
か な み

海(愛南町御荘)　1分32秒24

OPディンギー種目 小学生の部

 準優勝 山本加
か の ん

音(愛南町御荘)

OPディンギー種目 中学生の部

 優勝 　山本 海
か い

(愛南町御荘)

7/　

 25

元
気
い
っ
ぱ
い

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

サッカーフェスティバル
7/　

24

　南レク城辺公園芝球技場ほかで、小学4年生以下・小学6年生以下(7/24～25、
32チーム)、中学2年生以下(7/31～8/1、10チーム)、小学生女子(8/1、4チーム)、

高校生(8/6～8、5チーム)の各部に、県内外から強豪チームが参加し、「愛南サッ

カーフェスティバル2010」が行われました。

　また、スペイン・バレンシアサッカー連盟のルイス・フェルテスさんを招いて

「スペインサッカー講習会(8/7)」が開催され、町内の中学生と高校生50名が本

場・ヨーロッパのサッカー技術を習いました。
【大会結果は次のとおり】

小学4年生以下の部
1位 喜多サッカースポーツ少年団
2位 大方FC  3位 宿毛FC
小学6年生以下の部
1位 オブリガード保内
2位 大洲FC  3位 八幡浜JSC
小学生女子の部
1位 エンジェルス(宇和島市)
2位 大洲、3位 南宇和
中学2年生以下の部
1位 南第二中(松山市)
2位 保内中、3位 松山南中
高校生の部
1位 宮崎日大高校
2位 南宇和高校、3位 鳳凰高校

8/　

 8～　

高校の部2位 南宇和高校

小学女子の部3位 南宇和 開会式
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熱戦!バレーボールナイターリーグ!
　御荘中学校体育館で、「第9回愛南バレーボールナイターリーグ大
会」が開催され、6チーム約40名が参加し、総当りのリーグ戦で3日
間にわたって熱戦が繰り広げられ、南宇和クラブが優勝しました。

御荘湾をきれいにしよう!
B&Gクリーンフェスティバル!

7/　

 18

7/　

7・12・14

　御荘B&G海洋クラブ会員約30名が、海洋実習で使って
いる御荘湾をきれいにしようと清掃活動「2010B&Gク

リーンフェスティバルIN愛南」を実施しました。海洋ク

ラブの艇庫周辺から長崎浮き桟橋周辺まで約1時間かけて

空き缶などのゴミを集めました。

4人制ソフトバレー大会!
7/　

 25

　一本松交流促進センター体育館で、「第9回愛南町4
人制ソフトバレーボール大会」が開催され、10チーム

約60名が参加し、楽しくプレーしました。
【大会結果は次のとおり】

Aブロック優勝 テディベアー
Bブロック優勝 ポパイA

優勝 南宇和クラブ

Bブロック優勝
ポパイA

Aブロック優勝
テディベアー

全国大会出場 ! おめでとう
　5月1日(土)に開催された「第4回わんぱく相撲宇和島場所」5
年生の部で優勝した南宇和少年相撲クラブの近平昌

ま さ ひ ろ

優くん(平

城小)が、8月1日(日)に開催された「わんぱく相撲全国大会」に

出場しました。

　また、6月27日(日)に愛媛県総合運動公園相撲場で開催され

た「第10回愛媛県中学生相撲選手権大会兼第21回全国都道府

県中学生相撲選手権大会愛媛県予選」個人の部で優勝した近平

佳
け い た ろ う

多朗くん(御荘中)と準優勝した岩村孔
こ う せ い

成くん(御荘中)が、8月

8日(日)に開催された「第21回全国都道府県中学生相撲選手権

大会」に出場しました。

清水町長と近平昌優くん(右)

近平佳太郎くん(中)と岩村孔成くん(左)

大活躍 ! 愛南ミニバスケットボールクラブ
　宿毛市民体育館で行われた「第2
回宿毛ミニバスケットボール大会

2010(7/31～8/1)」女子の部に出場

した「愛南ミニバスケットボールク

ラブ」が、高知県勢をおさえて見事

優勝しました。

　またレインボーハイランド体育館(松山市)で行われた「第12回和気サマーカップ(8/7～

8/8)」では準優勝を果たし、優秀選手に濱田真
ま お

央さんが選ばれるなど大活躍しました。

宿毛ミニバス大会優勝 ミニバス和気サマーカップ準優勝
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四国西南地区少年剣道大会
　一本松交流促進センターで、四国西南地域から60チーム約350名が参加して「第27回
四国西南地区少年剣道大会」が行われました。
【大会結果は次のとおり。本町選手のみ掲載】

個人戦
 小学女子の部  準優勝  二神明

あ す み

日美(一本松剣道会)

                     3位      本多咲
さ き

稀(久良少年剣道会)

 中学男子の部  優勝     武内大
だ い ち

将(一本松中)

                     準優勝  中井貴
た か ゆ き

之(一本松中)

                     3位      二神 健
け ん

(一本松中)

                     3位      瀧口将
ま さ お み

臣(城辺中)

 中学女子の部  優勝     島津亜
あ り さ

理紗(一本松中)

                     準優勝  平田 和
の ど か

(一本松中)
団体戦

 中学男子の部  優勝     一本松中学校

 中学女子の部  優勝     城辺中学校A

                     準優勝  一本松中学校

南宇和剣道会長賞 中学の部 武内大
だ い ち

将(一本松中) 

8/　

  1

団体戦中学男子の部優勝
一本松中学校

団体戦中学女子の部優勝
城辺中学校

マリンスポーツ大会で御荘B&G海洋クラブが大活躍 !
　徳島県で行われた「四国ブロックマリン
スポーツ交流大会(8/5～8/6)」に本町御荘
B&G海洋クラブより8名が、また今治市で行
われた「第31回B&Gスポーツ大会愛媛県大
会水泳部門大会(8/9)」に10名が参加し、そ
れぞれの大会で好成績をおさめました。
【大会結果は次のとおり。本町選手のみ掲載】

四国ブロックマリンスポーツ交流大会

 カヌーの部 小学校女子 準優勝 鈴木耀
て る の

野(城辺小6年)  3位  廉谷歩
あ ゆ み

実(平城小6年)

第31回B&Gスポーツ大会愛媛県大会水泳部門大会

 小学生1・2年生女子の部 山中今
き ょ う か

日香(平城小2年)25m自由形優勝、25m平泳ぎ優勝、        

　50m平泳ぎ優勝、50m自由形2位

 小学生3・4年生女子の部 山本音
と わ

羽(平城小3年)25m自由形優勝、50m自由形優勝、25m  

　平泳ぎ優勝、50m平泳ぎ2位

 小学生3・4年生男子の部 益田謙
け ん し ろ う

志郎(平城小4年)25m自由形優勝、50m自由形優勝、   

　25m平泳ぎ優勝、50m平泳ぎ優勝

 小学生5・6年生女子の部 池田光
ひ か り

莉(平城小5年)25m自由形優勝、50m自由形2位

 小学生5・6年生男子の部 森戸穂
ほ だ か

高(城辺小6年)25m自由形優勝、50m自由形優勝、

　25m平泳ぎ優勝、50m平泳ぎ優勝

 中学生女子の部 大戸芙
ふ き

記(城辺中1年)100m自由形3位、100m平泳ぎ3位

 中学生女子の部 埜下真
ま ゆ

由(城辺中2年)50m平泳ぎ優勝、100m平泳ぎ2位、50m自由形2位

 中学生男子の部 埜下功
こ う た ろ う

太郎(御荘中2年)100m自由形優勝、50m自由形2位

 中学生男子の部 山中伸
し ん た ろ う

太郎(御荘中2年)100m自由形3位、50m平泳ぎ3位、100m平泳ぎ3位

 200mフリーリレー 優勝 愛南A(森戸穂
ほ だ か

高・池田光
ひ か り

莉・山中伸
し ん た ろ う

太郎・埜下真
ま ゆ

由）

　3位 愛南B(益田謙
け ん し ろ う

志郎・山本音
と わ

羽・埜下功
こ う た ろ う

太郎・大戸芙
ふ き

記)

8/　

5～6・9

B&Gスポーツ大会愛媛県大会
水泳部門大会出場者

マリンスポーツ
交流大会入賞者
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折
々
の
便
り

　

ふ
る
さ
と
愛
南
町
を
遠
く
離
れ
て
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
に
「
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
」
を
ご
投
稿
い
た
だ
き
、
新
た
な
交
流
の
き
っ
か
け
に
つ
な
が
れ
ば
と

「
折
々
の
便
り
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
「
テ
ノ
ヒ
ラ
」
の
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
「
k
i
k
u
」
こ
と
城
辺
出
身
の
菊
田
朱あ

け

み美
さ
ん
（
東
京
都
在
住
）
か
ら
ご
投
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
菊
田

さ
ん
は
愛
南
町
に
元
気
を
届
け
た
い
と
、
9
月
11
日
（
土
）
に
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
テ
ノ
ヒ
ラ
ワ
ン
マ
ン
ラ
イ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

折
々
の
便
り

『
イ
ノ
チ
の
音
（
ね
）
』

　
〝
七
日
、
八
日
、
町
へ
帰
ろ
う
か
。
イ
ノ
チ
の
音
（
ね
）
が
響
く
あ
の
場
所
へ
。
夢
を
追
え
ば
追
う
ほ

ど
、
愛
し
く
さ
せ
る
場
所
へ
.
.
.
〞

ふ
る
さ
と
を
思
っ
て
書
い
た
『
イ
ノ
チ
の
音
（
ね
）』
と
い
う
曲
の
中
に
、
私
は
こ
う
綴
っ
た
。
町
を
離
れ

て
15
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
私
な
り
に
自
分
の
選
ん
だ
道
を
精
一
杯
歩
い
て
き
た
つ
も
り
だ
。

　
〝
故
郷
に
錦
を
飾
る
〞
.
.
.
夢
を
抱
い
て
故
郷
を
離
れ
た
人
な
ら
誰
も
が
心
に
決
め
る
こ
と
だ
ろ

う
。
歌
を
始
め
た
頃
か
ら
、
こ
の
町
で
〝
夏
フ
ェ
ス
（
音
楽
祭
）
〞
を
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
き
た
。
町

に
住
む
子
ど
も
達
に
近
く
で
生
の
音
楽
を
聴
い
て
ほ
し
い
。
町
に
少
し
で
も
元
気
を
届
け
ら
れ
た
ら
、

と
思
っ
た
か
ら
だ
。
こ
れ
が
私
に
と
っ
て
の
〝
錦
〞
だ
。
正
直
、
今
の
自
分
に
そ
れ
が
で
き
る
ほ
ど
の

力
は
な
い
が
、
い
つ
か
.
.
.
い
つ
か
.
.
.
と
そ
の
時
を
待
っ
て
い
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い
、
何
も

進
ま
な
い
。
と
に
か
く
、
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
や
る
べ
き
だ
、
と
思
っ
た
。

フ
ェ
ス
開
催
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま
ず
は
こ
の
町
の
み
な
さ
ん
に
私
の
15
年
を
見
て
ほ
し
い
。
私
の

音
楽
を
肌
で
感
じ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
テ
ノ
ヒ
ラ
の
音
楽
か
ら
何
か
を
受
け
取
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉

し
い
。

　

今
思
え
ば
〝
故
郷
に
錦
を
飾
り
た
い
〞
、
そ
の

思
い
だ
け
で
こ
こ
ま
で
来
れ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。
家
族
・
友
人
・
恩
師
の
い
る
こ
の
町
が
な
け

れ
ば
、
私
は
と
っ
く
に
歌
を
諦
め
て
い
た
だ
ろ

う
。
乗
り
越
え
て
い
く
力
を
く
れ
る
、
歩
き
続
け

る
力
を
く
れ
る
、
こ
の
町
は
私
の
力
の
源
だ
。

　

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
今
の
私
に
で
き
る

す
べ
て
を
こ
の
町
に
届
け
よ
う
と
思
う
。
心
か
ら

〝
あ
り
が
と
う
〞
を
。

「テノヒラワンマンライブ」

愛南町出身のボーカル、kiku(菊田朱美)が所属するグループ。現在、東京で
活動中。愛南町に元気を届けたいと、地元での夏フェス開催を決意。今回
はそのための第一歩として、まずは自分の存在や、今までやってきたこと
を町の人に見てもらいたいという思いでワンマンライブを行う。東京から
kikuが信頼をおくミュージシャンやダンサーを引き連れてのライブ。テノ
ヒラの音楽を、目で、耳で、心で感じることができるだろう。まずはテノ
ヒラの音楽に触れてほしい。

●テノヒラ●

日時/9月11日(土) 18時～(開場17時30分)
会場/御荘文化センター
チケット/大人 1,500円、高校生以下 1,000円
チケット販売/イズミスタジオ(TEL72-0017)
問い合わせ/テノヒラ
(TEL080-4150-7060、E-mail info@tenohira-music.com)

■編成 ボーカル：kiku（テノヒラ) 、 パーカッション&ドラム：sin（テノヒラ)
キーボード：滝本成吾
ギター：nero、ベース：南波咲恵、バイオリン：望月明香
ダンス：KETZ, natuki, AKINO, HARMY
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◆
み
な
み
う
わ
俳
句
会

蜘
蛛
の
囲
を
払
う
や
自
責
の
念
少
し　

宮
下　

峰
月

合
歓
咲
い
て
母は
は

子こ

眠
れ
る
峡
の
墓　

田
口　

久
子

何
時
し
か
に
草
に
埋
れ
し
一
軒
家　

猪
野　

舟
水

薄
紙
を
は
が
す
が
ご
と
く
桃
を
む
く　

浜　
　

初
栄

土
佐
は
夏
竜
馬
竜
馬
の
幟
立
ち　

長
尾　

則
夫

予
定
表
日
々
書
き
直
す
夏
休　

中
川
千
代
子

塵
ち
り
あ
く
た
芥
流
せ
流
せ
と
梅
雨
出
水　

木
村　

智
子

潮
騒
や
初
蝉
の
ま
だ
覚お
ぼ

束つ
か

な　

小
島　

泰
子

捨
て
切
れ
ぬ
思
い
出
秘
め
て
夏
帽
子　
　
　

安
岡　

紫
峰

雑
用
の
こ
な
せ
ぬ
ま
ま
に
梅
雨
の
暮　
　
　

若
林
八
重
子

◆
御
荘
俳
句
会

風
の
く
る
と
こ
ろ
え
ら
び
て
風ふ
う

釣り
ん

屋　
　
　

山
本　

金
子

寄よ
る

辺べ

な
き
風
の
意
の
ま
かゝ
ら
す烏
瓜う
り　

尾
崎　

松
恵

新し
ん

涼り
ょ
うや
石
に
咲
き
た
る
影
の
花　

加
洲
勢
津
子

斜し
ゃ

に
構か
ま

へ
風
を
呼
び
こ
む
葭よ
し

簀ず

茶
屋　
　
　

島
津　

三
甫

◆
西
海
俳
句
会

合
歓
の
花
独
り
う
と
う
と
夫
の
夢　

吉
田　

久
江

い
つ
か
ら
の
家
号
ぞ
「
あ
ん
き
」
風
光
る　

利
根
早
智
江

お
じ
ぎ
草
ペ
コ
リ
ン
コ
ン
と
元
気
だ
よ　

吉
田　

朝
子

夏
潮
の
沖
を
群
れ
ゆ
く
海
豚
か
な　

吉
田　

弘
定

◆
檳
榔
子

梅
雨
あ
け
を
ア
メ
リ
カ
ン
ブ
ル
ー
植
え
て
待
つ　

吉
田　

朝
子

三
代
目
も
建
築
科
と
か
雲
の
峰　

工
藤
ミ
ヱ
子

畦
川
の
水
車
ゆ
っ
く
り
濃
紫
陽
花　

山
口　
　

菫

合
歓
咲
い
て
夕
暮
を
ほ
の
と
向
む
か
い

山　

吉
田
モ
ミ
ヱ

故
郷
に
浜
木
綿
の
香
の
校
歌
あ
り　

若
林
八
重
子

物
干
し
に
プ
ー
ル
の
叱
咤
と
ど
き
け
り　

山
口　

和
子

病
む
夫
の
も
ぎ
た
て
ト
マ
ト
朝
の
膳　

三
好
ミ
キ
ヱ

青
葉
潮
浮
か
び
し
一
句
見
失
な
う　

小
島　

泰
子

茅ぼ
う

屋お
く

の
屋
根
の
重
さ
や
苔
の
花　

濵
野　

康
子

◆
御
荘
短
歌
会

ガ
ン
に
倒
れ
八や

十そ

路じ

の
叔
父
は
逝
き
た
ま
う
働
き
た
い
と
い
ま
わ
に
言
い
の
こ
し　

西
﨑　

文
惠

絶
対
に
家
で
は
見
せ
ぬ
孫
の
顔
「
俳
句
甲
子
園
」
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
見
る　

宮
下
喜
久
子

梅
雨
あ
け
て
朝
光
ひ
ろ
が
る
屋
敷
田
を
舞
い
つ
つ
燕
が
宙
返
り
す
る　

斉
藤
ト
ミ
子

見
覚
え
あ
る
義あ

姉ね

の
袷
で
作
ら
れ
し
小
物
入
れ
を
貰
ら
ふ
三
回
忌
会
に　

市
川
コ
マ
ヱ

我
が
家
に
二
人
の
娘
来
て
昼
食
会
話
の
は
ず
み
時
の
過
ぎ
ゆ
く　

佐
藤　

久
子

雨
あ
が
り
の
日
差
し
強
き
に
合
歓
の
花
緑
の
中
に
際
立
ち
て
見
ゆ　

高
橋
千
代
子

日
時　

10
月
９
日（
土
）

18
時
30
分
か
ら（
開
場
18
時
）

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト

一
般　

２
，０
０
０
円（
当
日
２
，５
０
０
円
）

学
生　

１
，０
０
０
円（
当
日
１
，５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ

吉
本
食
料
品
店（
℡
７
３
―

０
１
２
５
）

　広報「あいなん」８月号の「愛南文

芸」コーナーについて、団体名「菊川

俳句会」と「篠南川柳会」を逆に表記

していました。正しくは22ページ上

段10行目が「篠南川柳会」、同下段１

行目が「菊川俳句会」です。訂正して

お詫びします。

「
サ
ロ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と
は
？　
　
　
　

吉　

本　

宗　

司

20
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
指
揮
者
の
い
な
い
10
名
前
後
の
編
成
の
「
サ
ロ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
都
市
ご
と
に
様
々
な
サ
ロ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
あ
り
、
ホ
ー
ル

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
カ
フ
ェ
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
公
園
、
遊
覧
船
の
上
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
、
映
画
館
な
ど
様
々
な
場
所
で
演
奏
が
行
わ
れ
、
夜
毎
人
々
は
お
酒
と
一
緒
に
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
や
流
行
歌
な
ど
を
気
軽
に
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
か
つ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
「
自
然
と

音
楽
と
触
れ
合
え
る
」
環
境
を
、
私
は
日
本
に
も
作
り
た
い
と
思
い
日
々
演
奏
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
誰
で
も
が
楽
し
め
る
親
し
み
や
す
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
の
で
す
が
、
実
際
に
演
奏
す
る

に
は
ソ
ロ
も
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
も
対
応
で
き
、
目
に
は
見
え
な
い
「
空
気
や
身
体
、
そ
し
て
音
楽
の
動

き
を
感
じ
る
」
と
い
う
高
度
な
技
術
を
必
要
と
さ
れ
る
も
の
な
の
で
す
。
全
員
が
同
じ
「
意
思
」
を

持
っ
て
作
り
上
げ
る
音
楽
に
は
、
と
て
も
大
き
な
「
感
動
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
感
動
を
地
元
愛
南
町

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
共
有
で
き
る
事
を
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

訂正とお詫び
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
９月１４日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ９月１１日（土）・２２日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

（７月受付分）

（７月受付分）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

　県立南宇和病院　眼科 

浪口　孝
こう

治
じ

　先生

　７月に赴任してきました眼科の

浪口です。こちらに赴任する前は

愛媛大学附属病院に勤務しており

ました。

　専門は眼科一般で、その中でも特に緑内障の治療に力

を入れております。白内障手術も積極的に行っておりま

すのでどうぞ気軽に眼科受診をしていただければと思い

ます。

　もともと、生まれは愛南町内海ですので私にとっては

久しぶりの里帰りということになります。少しでも地元

のみなさまのお役にたてればと思っておりますので今後

ともよろしくお願い申し上げます。

　

㈶
日
本
遺
族
会
で
は
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
さ
れ
た
戦
没
者

遺
児
の
方
々
を
対
象
に
「
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行

う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
事
業
実
施
20
周
年
記
念
事
業
と
し

て
「
洋
上
慰
霊
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

実
施
地
域　

①
旧
満
州
②
旧
ソ
連
③
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
④
中
国
⑤

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
⑥
フ
ィ
リ
ピ
ン
⑦
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
⑧
パ
ラ
オ

諸
島
⑨
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
⑩
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
⑪
ミ
ャ
ン
マ
ー

⑫
イ
ン
ド
⑬
マ
リ
ア
ナ
諸
島
⑭
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
⑮
洋
上
慰
霊
（
沖

縄
・
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
・
レ
イ
テ
沖
・
小
笠
原

方
面
の
各
海
域
）
※
な
お
、
す
で
に
申
込
が
終
了
し
て
い
る
地
域
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

費
用　

参
加
費
と
し
て
８
万
円

問
い
合
わ
せ　

㈶
日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係

（
℡
０
３
―

３
２
６
１
―

５
５
２
１
）
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　先日、伊予市「しおさい

公園」市民体育館で開催さ

れた「伊能図フロア展えひ

め」に行ってみました。複

製とはいえ体育館のフロア

いっぱいに広げられた伊能

忠敬の地図は圧巻でした。

当然関心があるのはわが愛

南町の部分ですが、予想に

違わず今の地図とほとんど

同じ海岸線に当時の集落の

名前などが記され、興味深

く見ることができました。

中でも「僧都川」が「緑川」

と記されてあるのには驚き

ました。当時は「緑川」と

呼ばれていたのでしょうか。

　伊能が愛南町を訪れたの

は 文 化 5 年 (1808 年 ) で、

現在の暦で 7月 18日から

30日までの 12日間で測量

しています。測量方の役人

だけでなく地元の村人も多

数動員されて測量に協力し

ました。夏真っ盛りの暑い

日に、徒歩や舟での測量は

さぞ大変だったろうと思わ

れ、当時の人々の苦労が偲

ばれます。

　それから約 200 年、今年

は記録的な猛暑が続いてい

ます。過去 100 年間を見て

も日本の平均気温は約 1度

上昇しているようです。ま

だまだ残暑が厳しい折、熱

中症には充分気をつけま

しょう。

愛南町の人口
平成22年 8月 1日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
掲
載
依
頼
な
ど
、
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■編集・発行

愛南町役場 総務課
〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

街道灯籠祭り
「酒蔵の道をゆく」

愛
は

南
か
ら

10,953 戸

25,457 人

11,891 人

13,566 人

世帯数

人口

　男

　女

　小西酒造の酒蔵を中心に蓮
乗寺川周辺で、今年も街道灯
籠祭り「酒蔵の道をゆく」が
行われました。今年は、約
400 個の竹灯籠と松明で照ら
された小西酒造の建物の前でインドネシ
アの「バリ舞踊とガムラン演奏」があり、
多くの家族連れが幻想的な灯籠の灯りと
異国情緒たっぷりの風情を楽しみました。
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